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検診団派遣は、新たなステップへ
～甲状腺手術の成功と、乳ガン検診体制整備～

ブレスト第９回検診に参加して
甲状腺内視鏡手術の成功と、ベラルーシ医療事情

医学生からの報告
海外で患者さんの命に向き合う

福祉工房「のぞみ21」スタッフ紹介

【新連載】
今さら聞けないチェルノブイリＱ＆Ａ

チャリティヘアサロン・スネガビーク報告

事務局日誌より主な活動報告
  
会員さん紹介コーナー

募金者のお名前とメッセージ

特集：ブレスト第９回検診帰国報告

工房「のぞみ21」スタッフアラーさんの娘、アレクサンドラーちゃん

■発　　行　NPO法人チェルノブイリ医療支援ネットワーク
　　　　　　〒811-3102　福岡県古賀市駅東2-6-26パステル館203号
　　　　　　TEL/FAX　092-944-3841　　Email jimu@cher9.to　　　
　　　　　　ホームページ　http://www.cher9.to
■募金口座　郵便振替口座　0177-1-65328
　　　　　　e-バンク　　　ジャズ支店（支店番号201）（普）7017104
チェルノブイリ医療支援ネットワークは、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、現地から求められる
衣料支援を行います。この活動を通して、日本とベラルーシの人々の心と心のつながりを深めます。
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ブ
レ
ス
ト
第
9
回
検
診
帰
国
報
告

特　集

検
診
団
派
遣
は
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ

〜
甲
状
腺
手
術
の
成
功
と
、乳
ガ
ン
検
診
体
制
整
備
〜

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
／
事
務
局
長
　
　

川
原
　
秀
之

　2
0
0
9
年
10
月
4
日（
日
）〜
13
日（
火
）の
10
日
間
、チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
最
大
の
被
災
地
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和

国
へ
第
9
回
検
診
団
お
よ
び
第
29
次
調
査
団
を
派
遣
し
た
。

　派
遣
メ
ン
バ
ー
は
、清
水
一
雄
医
師（
日
本
医
科
大
学
）、野

宗
義
博
医
師（
済
生
会
呉
病
院
）、片
山
昭
公
医
師（
旭
川
医
科

大
学
）、渡
會
泰
彦
臨
床
検
査
技
師（
日
本
医
科
大
学
付
属
病

院
）、日
本
医
科
大
学
5
年
生
の
田
中
裕
一
さ
ん
、ロ
シ
ア
語
医

療
通
訳
で
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
田
英
雄
さ
ん
、現
地

通
訳
と
し
て
マ
リ
ー
ナ
・
チ
ャ
イ
キ
ナ
さ
ん
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
C
M
N
）よ
り
理
事
の
川

原
秀
之
の
計
8
名
。

　関
係
医
療
諸
機
関
の
訪
問
、支
援
物
資
お
よ
び
支
援
金
の

贈
呈
、ブ
レ
ス
ト
市
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
検
診
・
乳
ガ
ン
講
義
、清

水
先
生
に
よ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
初
の
甲
状
腺
内
視
鏡
手
術
な
ど

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
え
、検
診
団
は
10
月
11
日（
日
）に
、調

査
団
は
ゴ
メ
リ
で
の
取
材
な
ど
を
終
え
13
日（
火
）に
そ
れ
ぞ

れ
日
本
へ
帰
国
し
た
。現
地
で
の
活
動
の
様
子
を
テ
ー
マ
ご
と

に
報
告
し
た
い
。

《今回届けた主な支援物資・支援金》

■ベラルーシ赤十字
　移動検診車「雪だるま2号」維持費　＄1,500

■ミンスク10番病院
　医療機材等購入費　＄1,000

■ブレスト州立内分泌診療所
　医療機材等購入費　＄2,000
　医療支援物資（医療器具（消耗品）、検査用試薬など）

■福祉工房「のぞみ21」
　工房運営カンパ　＄2,700

■NGO「コンフィデンス」
　活動運営カンパ　＄1500
　（運営費＄900＋保養プログラム経費＄600）

1

1.ブレスト市での甲状腺ガン検診　2.ブレスト州立内分泌診療所へ支援物資を贈呈　3.検鏡を
する渡會臨床検査技師　4.再会を果たしたアリョーシャさんと清水先生　5.検診を受けに来
た患者さん

2 3

4 5

▼医療機関などを訪問、打合せ
ミンスク市のベラルーシ赤十字と10番病院を訪問
し、支援金を贈呈した。赤十字では現在使用中の「雪
だるま2号」（日本の皆さまからのカンパにより
2005年に寄贈）の走行距離などを確認した。赤十
字ドライバーのタデオシュさん（写真）の話では、道
路の整備なども進み、初代「雪だるま号」ほどの消
耗度はなく、あと4、5年は使用できるとのことだっ
た。
また日本大使館を表敬訪問し、松野大使へこれまで
の甲状腺ガン検診の取り組みなどについて報告し
た。

▼リュドミラ・ウクラインカさんとの再会
現地での事務サポートを担当しているリュドミ
ラ・ウクラインカ（愛称リューダ）さんとミンスク
で再会した。リューダは15歳のときに甲状腺の摘
出手術を行ったが、しばらく前の定期検診にてリ
ンパ節が腫れていると診断された。
今回ミンスク10番病院を訪問した際に、清水先生
とアルツール先生（ブレスト州立内分泌診療所）に
リューダの甲状腺の状態を診察していただいた
が、特に異常は見られず、安心することができた。

▼ブレストでの甲状腺ガン検診
ブレスト州立内分泌診療所にて第9回目となる甲
状腺ガン検診を実施。問診、触診～吸引穿刺（注
射器で細胞を採取する）までは、ほぼ現地スタッ
フで実施できていた。今回の患者数は29名で、診
断結果は悪性3名・鑑別困難5名・良性20名・検体
不適1名だった。
今回同行された専門家からも指摘があったが、今
後は引き続き医療機材（検診で使用する消耗品や
エコーなどの大型機材）の支援と、細胞診断をす
る病理スタッフの育成（日本での研修など）が課
題であり、具体的な解決方法を協議していきた
い。

▼ベラルーシ初となる甲状腺内視鏡手術
ブレスト州立病院にて清水先生の執刀のもと、片山
先生他、多くの方々のサポートにより、ベラルーシ初
の甲状腺内視鏡手術が行われた。患者はガリーナさ
ん（31歳・女性）。言葉の壁や手術器具の違いなど
万全の体制でない中、長時間を有したが手術は無事
に成功した。術後の経過も良好で、帰国後アルツー
ル先生からの電話では、「患者さんは無事に退院し
た、またとても喜んでいた」とのことだった。

★次回の「チェルノブイリ通信」79号で、今回の甲状腺内視鏡手術を執刀
された清水先生からの報告記事を掲載予定です。どうぞお楽しみに。

★次回の「チェルノブイリ通信」79号で、臨床検査技師の渡會先生
からの報告記事を掲載予定です。どうぞお楽しみに。

ミンスクよりブレストへ移動

せん 　 し
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▼乳ガン講義の実施
ブレスト州立病院での内視鏡手術の後、野宗先生よ
り乳ガンについての講義を行っていただいた。なお
今回甲状腺ガン検診の患者の中から、希望者へ自
己触診指導なども予定していたが、時間の関係で実
施できなかった。
講義では日本での乳ガンの現状（30-40代でのガ
ンの発生増加傾向や自己触診の実施頻度など）に
ついて説明があり、講演の後には現地医療スタッフ
から質問が寄せられた。

▼ブレスト州立内分泌診療所へ
　　　　　　　　　支援金・支援物資を贈呈
日本の皆様からお寄せいただいたカンパを所長
のアルツール先生へ手渡した。近年CNMでは運
送コストやメンテナンスなどの面から、できるだ
け医療機材は現地で調達できるように支援金を
贈呈している。今回の支援金についても、支援金
で購入した医療機材・試薬類のリストを提出して
もらう予定である。
また今回同診療所へ届けた医療支援物資のうち、
スライドグラス、試薬などを武藤化学株式会社よ
り無償提供していただいた。この場を借りて、深く
お礼を申し上げたい。

▼リュドミラ・チュプチクさんとの再会
またスタッフのリュドミラ・ウクラインカさんと4
歳になった愛娘のアンナちゃんも「コンフィデン
ス」インタビュー同席し、さらには96年のスタディ
ーツアーで会ったグルシュコビッチ村出身のリュ
ドミラ・チュプチクさんとも再会できた。
写真左より、通訳のマリーナさん、ウクラインカさ
ん、アンナちゃん、チュプチクさん。
広島の被爆者の方よりお預かりした、被爆アオギ
リの種をウクラインカさんへ手渡した。

▼現地NGO「コンフィデンス」取材
検診団帰国後、ミンスク市内のホテルにて現地
NGO「コンフィデンス」へのインタビューを実施し
た。今回は代表のイリーナさんに加え、コンフィデン
スが今年の夏に実施したヨーロッパ各国での保養プ
ログラムに参加した3人の子どもたちへの取材も実
施した。
写真はインタビューに参加したこどもたち。左から、
リタリ君（13歳）、ベロニカちゃん（8歳）、アルチョム
君（13歳）。

★次回の「チェルノブイリ通信」79号で、今回検診団に同行していただい
た野宗先生からの報告記事を掲載予定です。どうぞお楽しみに。

ブレストよりミンスクへ移動

▼現地福祉工房「のぞみ21」取材

チェルノブイリ原発事故の被災者や障がいを持っ
た若者が働く福祉工房「のぞみ21」よりマトリョー
シカなどの雑貨仕入と、工房で働くスタッフへのイ
ンタビューを実施。
工房経営者のナターシャさん、会計係のタチアナ
さんとともに今回の取材に応じてくれたのは、縫
製と刺しゅうを担当するアラーさん。そして愛娘の
アレクサンドラーちゃん（9歳）とニーナちゃん（3
歳）。

★今回新たに仕入れた雑貨は団体ウェブサイトにも掲載予定です。どうぞお楽しみに。

■
終
わ
り
に
…

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
訪
問
す
る
前
は
、ロ
シ

ア・ベ
ラ
ル
ー
シ
に
対
す
る
印
象
が
薄
く
、

想
像
す
る
こ
と
も
困
難
で
し
た
。し
か

し
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
す
る
と
、そ
の
イ
メ

ー
ジ
に
変
化
が
生
じ
ま
し
た
。人
々
は
元

気
で
明
る
く
、生
き
生
き
と
し
て
お
り
、

経
済
の
変
化
に
も
順
応
し
て
い
る
の
が

見
え
ま
し
た
。日
本
の
文
化
と
の
違
い
を

見
せ
つ
け
ら
れ
、ま
だ
ま
だ
私
自
身
の
器

の
小
さ
さ
を
感
じ
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。ま
た
高
物
価
な
こ
と
に
驚
き
、

外
国
人
価
格
と
し
て
も
生
き
て
い
く
こ

と
の
厳
し
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
も
同
様
で
し
た
。し
か
し

現
地
で
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
被
災
者
支
援

に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
は
、私
た
ち
検
診

団
に
は
と
て
も
優
し
く
、親
切
に
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
先
輩
諸
士
の
活
動
の
賜
物
だ
と

思
い
ま
す
。

　
国
土
の
雄
大
さ
、人
々
の
大
ら
か
さ
、

そ
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
対
す
る
貪

欲
さ
は
今
、私
が
毎
日
関
わ
っ
て
い
る
高

校
生
に
は
な
い
も
の
で
し
た
。

　
き
っ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
こ
れ
か
ら
経
済

が
ゆ
る
や
か
に
発
展
し
て
い
く
段
階
で
、

私
た
ち
の
体
験
し
た
負
の
も
の
を
体
験

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
が
、今
あ
る
不

易
な
も
の
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
気
持

ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

　
今
回
参
加
し
て
得
た
も
の
を
、今
後

Ｃ
Ｍ
Ｎ
に
関
わ
る
人
々
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
な
ら
ば
、検
診・調
査
団
に
参

加
し
た
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
の
派

遣
事
業
に
は
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄

付
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
借

り
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、引
き
続
き
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
被

災
者
へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現在工房には事務所しかなく、縫製・塗装などの
作業は各スタッフが自宅で行っている。国内では
海外からの安価な商品に押されがちで、また海
外からの発注も減っており、工房の運営は年々厳
しくなっている。
CMNでは今後も雑貨の購入と運営カンパの呼
びかけなどを通じて、工房を支援していきたいと
考えている。

ミ
ン
ス
ク
か
ら
ブ
レ
ス
ト
へ
の
道
の
り

広
大
な
草
原
が
ど
こ
ま
で
も
続
く

ミンスクよりゴメリへ移動

ベラルーシ料理と民芸品の部屋
http://www.cher9.to./mingei/index.html
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ブレスト第９回検診団に参加して
甲状腺内視鏡手術の成功と、ベラルーシ医療事情

旭川医科大学耳鼻咽喉科・頭頚部外科学教室　講師　　
片山　昭公　医師

手術の第一助手を務めた片山先生 ベラルーシ初となる甲状腺内視鏡手術に多くの医療関係者が見学に訪れた

咽喉にある甲状腺を手術する場合、どうしても首元に傷跡が残ります。事故後、甲状腺に
関する病気が増えたチェルノブイリ被災地でも、大きな傷跡が多くの女性患者にとって
精神的、肉体的負担となっています。
傷跡が小さくて済み、手術後の回復が早い、内視鏡を使った甲状腺ガン手術をベラルー
シで実施することは、この分野の第一人者の一人である日本医科大学清水一雄医師の、
かねてからの悲願でした。
今回の検診では、ブレスト州立病院医師と共に、甲状腺良性腫瘍患者に対する内視鏡手
術を初めて実施。無事、成功することができました。
今回ベラルーシを初めて訪問し、手術助手を務められた片山医師からの報告です。

の  ど

　
10
月
4
日
か
ら
10
月
11
日
の
日
程
で

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
ブ
レ
ス
ト

地
区
に
お
け
る
第
９
回
甲
状
腺
癌
検
診

団
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。私
の
参
加
の

目
的
は
甲
状
腺
癌
検
診
の
た
め
で
は
な

く
、現
地
に
て
初
め
て
行
わ
れ
る
内
視
鏡

補
助
下
甲
状
腺
手
術（Video-A

ssisted 
N
eck Surgery: 

Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｓ
法
と
以
下

略
）に
助
手
と
し
て
参
加
す
る
た
め
で
あ

り
ま
し
た
。

　
10
月
1
日
〜
3
日
ま
で
横
浜
に
て
癌

学
会
に
参
加
し
て
い
た
た
め
、10
月
4
日

は
横
浜
か
ら
成
田
空
港
へ
入
り
、検
診
団

の
皆
様
と
合
流
い
た
し
ま
し
た
。そ
こ
か

ら
、ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
便
に
て
成
田
か
ら

シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
ヴ
ォ
空
港（
モ
ス
ク
ワ
）へ
旅

立
ち
ま
し
た
。今
ま
で
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト・

ロ
シ
ア
に
関
し
て
は
あ
ま
り
良
い
噂
を
聞

い
た
こ
と
が
な
く
不
安
で
し
た
が
、機
材

は
最
新
式
エ
ア
バ
ス
A
３
０
０
で
非
常
に

綺
麗
ど
こ
ろ
か
、今
ま
で
搭
乗
し
た
中
で

最
も
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
も
の
で
し
た
。機
内

食
も
ア
メ
リ
カ
系
航
空
会
社
よ
り
か
な

り
美
味
し
か
っ
た
の
で
す
が
、キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
は
笑
顔
無
し
サ
ー
ビ
ス
で

少
々
怖
か
っ
た
で
す
。

　
約
10
時
間
の
空
路
を
へ
て
モ
ス
ク
ワ
へ

到
着
い
た
し
ま
し
た
。唯
一の
心
配
事
で

あ
っ
た
日
本
か
ら
持
参
し
た
内
視
鏡
手

術
用
器
具
も
無
事
通
関
し
、モ
ス
ク
ワ
市

内
の
ホ
テ
ル・コ
ス
モ
ス（
か
つ
て
モ
ス
ク
ワ

五
輪
の
選
手
村
だ
っ
た
そ
う
で
す
）へ

チ
ェッ
ク
イ
ン
、ホ
テ
ル
内
の
ロ
シ
ア
料
理

ビ
ュッ
フ
ェ
で
夕
食
を
と
り
就
寝
し
ま
し

た
。本
場
の
ボ
ル
シ
チ
は
日
本
の
も
の
よ

り
真
っ
赤
で
味
的
に
は
最
後
ま
で
好
き

に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
10
月
5
日
の
午
前
は
、ホ
テ
ル
近
隣
に

て
、ガ
ガ
ー
リ
ン
胸
像
、ロ
ケ
ッ
ト
モ
ニュメ

ン
ト
な
ど
が
展
示
し
て
あ
る
宇
宙
開
発

記
念
公
園（
↑
と
勝
手
に
名
付
け
ま
し

た
）を
小
観
光
し
た
後
、国
内
便
の
ボ
ン

バ
ル
デ
ィ
ア
機
に
て
空
路
モ
ス
ク
ワ
か
ら
ベ

ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
首
都
で
あ
る
ミ
ン
ス

ク
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
夜
は
ミ

ン
ス
ク
市
内
の
ホ
テ
ルへ
チ
ェッ
ク
イ
ン
し
、

近
所
の
イ
タ
リ
ア
ン
？
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア

メ
リ
カ
ン
な
食
事
を
と
り
ま
し
た
。

　
10
月
6
日
は
朝
か
ら
ミ
ン
ス
ク
市
内

の
挨
拶
回
り
D
A
Y
で
し
た
。ま
ず
、ベ

ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
本
部
、続
い
て
日
本
大

使
館
を
表
敬
訪
問
し
松
崎
潔
大
使
と

面
会
し
ま
し
た
。最
後
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
の

州
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ミ
ン
ス
ク
第

10
番
病
院（
い
か
に
も
社
会
主
義
国
風

な
呼
称
で
す
ね
…
）を
訪
問
し
ま
し
た
。

午
後
、ベ
ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
の
ミ
ニ
バ
ス
を

２
台
連
ね
、陸
路
５
０
０
㎞
を
移
動
し
、

最
終
目
的
地
で
あ
る
ブ
レ
ス
ト
市
へ
移

動
し
ま
し
た
。到
着
後
は
さ
す
が
に
み

ん
な
お
疲
れ
の
様
子
で
し
た
が
、ホ
テ
ル

近
所
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

で
夕
食
を
と
り
、意
外
に
美
味
し
く
元

気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
移
動
だ
け
で
３
日
を
費
や

し
ま
し
た
が
、10
月
7
日
、い
よ
い
よ
出

番
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
日
は
朝
か

ら
ブ
レ
ス
ト
州
立
病
院
へ
向
か
い
ま
し

た
。ブ
レ
ス
ト
州
立
病
院
は
ベッ
ド
数
９

４
０
床
を
有
す
る
ブ
レ
ス
ト
州
の
基
幹

病
院
に
な
る
そ
う
で
す
。病
棟
で
は
手

術
候
補
者
二
名
が
我
々
の
到
着
を
待
ち

か
ま
え
て
い
ま
し
た
。一
名
は
濾
胞
腺
腫

ま
た
は
濾
胞
腺
癌
疑
い
の
男
性
で
、も
う

一
名
は
腺
腫
様
甲
状
腺
腫
疑
い
の
31
歳

ブレスト第９回検診帰国報告

無事、手術を終えて。左より田中さん、執刀医の清水先生、片山先生。

内視鏡手術の行われたブレスト州立病院（ブレスト市）

女
性
、ガ
リ
ー
ナ
さ
ん
で
し
た
。

　
今
回
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
初
の
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｓ
法

に
よ
る
甲
状
腺
手
術
と
い
う
こ
と
で
、慎

重
を
期
し
良
性
疾
患
が
確
実
な
ガ
リ
ー

ナ
さ
ん
だ
け
手
術
を
受
け
る
事
に
決
ま

り
ま
し
た
。初
め
て
会
っ
た
そ
の
１
時
間

後
に
は
も
う
手
術
室
に
入
室
と
な
り
ま

し
た
。ベ
ラ
ル
ー
シ
式
の
患
者
入
室
に
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。患
者
さ
ん
が
自
分

で
歩
い
て
手
術
室
の
入
り
口
ま
で
来
る

と
、そ
こ
で
ガ
ウ
ン
を
脱
ぎ
手
術
台
ま
で

歩
い
て
い
き
ま
す
。麻
酔
導
入
と
挿
管
は

日
本
同
様
で
し
た
。次
な
る
驚
き
は
手

洗
い
方
法
で
す
。ま
る
で
家
庭
用
の
キ
ッ

チ
ン
み
た
い
な
手
洗
い
場
で
、外
来
で
行

う
レ
ベ
ル
の
清
潔
度
で
し
た
。体
位
を
取

り
、消
毒
、覆
布
掛
け
が
終
わ
り
、い
つ
も

の
よ
う
に
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｓ
法
手
術
開
始
で
す
。

　
執
刀
医
は
清
水
一雄
教
授
、第
１
助
手

に
私
、ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
田
中

裕
一君
に
も
手
伝
って
も
ら
い
、手
術
に
臨

み
ま
し
た
。こ
こ
で
も
う
二
つ
大
き
な
難

関
が
あ
っ
た
の
で
す
。一つ
は
ベ
ラ
ル
ー
シ

人
に
は
英
語
が
全
く
通
じ
ま
せ
ん
の
で

通
訳
さ
ん
を
介
し
て
看
護
士
と
会
話
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。も
う

一つ
は
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｓ
法
に
必
要
不
可
欠
な

ハ
ー
モ
ニッ
ク
シ
ザ
ー
ス
が
準
備
出
来
て
な

か
っ
た
事
で
し
た
。幸
い
、リ
ガ
シ
ュ
ア（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
の
バ
イ
ポ
ー
ラ
凝
固

器
）は
あ
っ
た
の
で
、そ
れ
を
無
理
矢
理

応
用
し
て
手
術
を
行
い
ま
し
た
。Ｖ
Ａ
Ｎ

Ｓ
法
に
よ
る
甲
状
腺
手
術
約
４
５
０
例

の
経
験
を
有
す
る
、い
つ
も
穏
や
か
な
清

水
教
授
も
言
語
と
手
術
機
器
に
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
ら
し
た
ら
し
く
手
術
中

は
怖
い
ぐ
ら
い
真
剣
な
表
情
で
し
た
。こ

れ
ら
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
よ
り
通
常
90
分

程
度
の
手
術
が
、倍
の
３
時
間
も
か
か
り

ま
し
た
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
手
術
が
終
了
す
る
と
別
室
に
移
り
、

手
術
成
功
の
乾
杯
を
し
ま
し
た
。ベ
ラ

ル
ー
シ
人
と
共
に
勤
務
時
間
関
係
な
し

で
茶
色
い
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料（
ブ

ラ
ン
デ
ー
っ
ぽ
い
味
で
し
た
が
ラ
ベ
ル
が
読

め
ず
正
体
不
明
）を
コ
ク
コ
ク
っ
と
飲
み
、

一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
病
院
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。

　
10
月
８
日
、朝
一
番
で
ガ
リ
ー
ナ
さ
ん

の
術
後
回
診
に
い
き
ま
し
た
。手
術
創

も
小
さ
く
術
後
合
併
症
も
無
く
、ご
本

人
も
手
術
に
満
足
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
10
月
９
日
は
州
立
病
院
に
お
別
れ
の

ご
挨
拶
の
後
、ま
た
ブ
レ
ス
ト
か
ら
ミ
ン
ス

ク
ま
で
５
０
０
㎞
陸
路
の
移
動
で
し
た
。

　
翌
10
月
10
日
は
早
朝
、国
内
便
で
ミ

ン
ス
ク
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
移
動
し
ま
し

た
。成
田
行
き
の
便
の
出
発
時
間
ま
で

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
が
10
時
間
あ
り
ま
し
た
の

で
、モ
ス
ク
ワ
市
内
の
定
番
観
光（
赤
の

広
場
、レ
ー
ニ
ン
廟
等
）で
時
間
を
つ
ぶ
し

て
か
ら
、帰
路
も
ア
エロ
フ
ロ
ー
ト
便
で
帰

国
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
、こ
の
検
診
団
に
随
行
す
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
清
水
教
授
、日
本
医
大

の
皆
様
、チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
皆
様
の
お
か
げ
を
持
ち
ま

し
て
、ビ
ザ
無
し
で
は
未
だ
に
渡
航
す
ら

ま
ま
な
ら
な
い
外
国
で
手
術
に
参
加
す

る
す
こ
と
が
で
き
、誠
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｓ
法
が

北
海
道
で
も
甲
状
腺
良
性
腫
瘍
に
対
す

る
標
準
手
術
に
な
る
よ
う
微
力
な
が
ら

精
進
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ろ
　
ほ
う
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田
中
　
裕
一
（
日
本
医
科
大
学
5
年
生
）

海
外
で
患
者
さ
ん
の
命
に
向
き
合
う

◆
検
診
団
に
参
加
し
た
医
学
生
か
ら
の
報
告
◆

ブ
レ
ス
ト
第
9
回
検
診
団
に
参
加
し
た
田
中
さ
ん（
右
端
）

今
回
の
検
診
で
は
、日
本
医
科
大
学
5
年
の
田
中
裕
一
さ
ん
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
療
現
場
を
、医
師
を
目
指
す
若
い
世
代
の
一
人
と
し
て
ど
う
受

け
止
め
ら
れ
た
の
か
。田
中
さ
ん
に
よ
る
参
加
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
初
め
て
の
海
外
、ベ
ラ
ル
ー
シ

　
今
回
私
は
、10
月
４
日
か
ら
11
日
ま

で
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
お
け
る
甲
状
腺
の
内
視

鏡
手
術・検
診
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ベ
ラ
ル
ー
シ
は
日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
国
で
す
が
、実
は
私

は
以
前
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
関
わ
り
を
持
っ
た

機
会
が一度
だ
け
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
中
学
２
年
生
の
と
き
。私
の

中
学
校
は
少
し
変
わ
っ
た
学
校
で
、当
時

の
地
理
の
授
業
は
、先
生
か
ら
ラ
ン
ダ
ム

に
与
え
ら
れ
た
国
に
つい
て
生
徒
一人
一人

が
半
年
間
詳
し
く
調
べ
、残
り
の
半
年

間
を
使
って
ク
ラ
ス
全
体
で
発
表
を
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。そ
の
時
に
私
が
先

生
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
国
が
ベ
ラ
ル
ー

シ
で
し
た
。調
べ
る
国
が
決
ま
っ
た
当
初
、

私
は
全
く
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
こ
と
を
知
ら
ず

戸
惑
い
ま
し
た
が
、中
学
生
な
り
に一
生

懸
命
調
べ
、そ
れ
ま
で
の
人
生
で
初
め
て

大
使
館
に
訪
問
す
る
な
ど
、貴
重
な
経

験
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
10
年
。ま
さ
か
あ
の
と
き

調
べ
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。昨
年
同
じ

学
年
の
友
人
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
検
診
を

行
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、今
年
は
自

分
が
行
こ
う
と
思
い
、早
く
か
ら
清
水

先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。生
ま
れ
て
初

め
て
の
海
外
と
い
う
こ
と
も
あ
り
初
め

は
緊
張
し
ま
し
た
が
、無
事
に
手
術・検

診
で
自
分
の
役
割
を
行
って
き
ま
し
た
。

■
ベ
ラ
ル
ー
シ
初
の

甲
状
腺
内
視
鏡
手
術

　
初
日
は
手
術
に
参
加
し
ま
し
た
。今

回
の
手
術
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
世
界
に
先
駆

け
初
め
て
行
わ
れ
る
甲
状
腺
内
視
鏡
手

術
と
い
う
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
は
か
な
り
厳

粛
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。症

例
は
31
歳
女
性
、検
診
で
右
の
甲
状
腺

腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
方
で
し
た
。手
術

中
、私
は
吸
引・鉤
引
き
を
手
伝
い
ま
し

た
。日
本
で
も
甲
状
腺
の
手
術
に
は
何

度
か
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、日
本
で
は

予
想
し
得
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。手
術
器
具
は
日
本
で
扱
っ
て
い
る
も

の
と
は
異
な
り
、と
く
に
超
音
波
メ
ス
が

な
く
、や
む
な
く
リ
ガ
シ
ュ
ア
と
い
う
機

器
で
一
般
外
科
用
の
大
き
く
長
い
凝
固

機
器
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
も
英
語
が
通
じ
ず
、コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
が
と
り
づ
ら
い
な
ど
、総
じ
て

万
全
な
環
境
と
は
い
え
な
い
中
、倍
の
時

間
を
要
し
、３
時
間
２
分
の
手
術
時
間

で
し
た
が
、術
中
大
き
な
問
題
も
な
く

無
事
手
術
は
終
了
し
ま
し
た
。術
後
の

患
者
さ
ん
の
容
体
も
安
定
し
て
お
り
、

傷
口
は
化
膿
し
て
お
ら
ず
、術
後
合
併

症
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
ブ
レ
ス
ト
市
で
の
検
診

　
甲
状
腺
癌
の
検
診
で
は
甲
状
腺
エ

コ
ー
と
細
胞
診
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。４
年
生
の
時
か
ら
課

外
活
動
で
エ
コ
ー
教
室
に
参
加
し
て
正

常
所
見
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、実
際
の

患
者
さ
ん
を
目
の
前
に
し
て
、初
め
は
的

確
に
画
像
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、清
水
先
生
や
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、実
習
の
後
半
に
は
か
な
り
上
達
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、ア
ル
ツ
ー
ル
先
生
の
許
可・指
導

の
下
、初
め
て
行
っ
た
細
胞
診
も
わ
か
り

や
す
い
講
義
と
指
導
の
お
か
げ
で
無
事

穿
刺・吸
引
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

担
当
し
た
患
者
さ
ん
は
す
べ
て
甲
状
腺

の
触
診
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、先

生
の
指
導
の
も
と
甲
状
腺
診
察
の
基
礎・

問
診
の
取
り
方
な
ど
を
、日
本
語
の
み
な

ら
ず
ロ
シ
ア
語
で
も
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。現
地
の
患
者
さ
ん
と
共
通

の
言
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
れ
た

こ
と
は
大
変
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。

■
今
回
の
訪
問
で
感
じ
た
こ
と

　
お
よ
そ
１
週
間
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
実

習
で
感
じ
た
の
は
、日
本
の
医
療
現
場
の

常
識
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。手
術
中
に
お
い
て
は
器

具
の
劣
化
、十
分
に
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携

を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、検
診
に

お
い
て
は
器
具
の
絶
対
数
の
不
足
、患
者

さ
ん
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
る
た
め

に
は
英
語
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、す

べ
て
ロ
シ
ア
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
で
す
。

　
し
か
し
、い
か
な
る
環
境
で
あ
ろ
う
と

も
目
の
前
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に

そ
の
場
で
機
転
を
利
か
せ
て
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、清

水
先
生
は
劣
化
し
た
超
音
波
メ
ス
の
代

わ
り
に
別
の
手
術
器
具
を
用
い
て
い
ま

し
た
し
、言
葉
が
通
じ
な
け
れ
ば
身
振

り
手
振
り
、あ
る
い
は
そ
の
場
で
辞
書
を

引
い
て
で
も
患
者
さ
ん
と
話
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。今
回
の
実
習
で
は
そ
う

いっ
た
海
外
な
ら
で
は
の
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
、た
い
へ
ん
有
意
義
な
１
週
間

と
な
り
ま
し
た
。今
後
の
学
生
生
活
、ひ

い
て
は
医
師
と
な
っ
た
後
も
今
回
の
体
験

を
生
か
し
、よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ブレスト市での甲状腺ガン検診

手術を受けたガリーナさんと

　
私
の
人
生
は
、幼
い
あ
の
日
以
来
、

悲
し
く
て
、不
幸
な
も
の
と
な
っ
た
。

あ
の
時
、私
は
小
学
２
年
生
だ
っ
た
。

そ
れ
以
来
、人
々
の
苦
悩
や
悲
し
み

を
、否
応
な
く
こ
の
目
で
見
て
き
た
。

そ
し
て
私
自
身
も
、家
族
と
と
も
に

そ
れ
に
耐
え
て
き
た
。

　
今
、４
月
の
あ
の
日
の
朝
を
思
い

出
す
。天
気
が
よ
く
、と
て
も
暖
か
く

穏
や
か
な
日
だ
っ
た
。大
人
た
ち
は

仕
事
に
、子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
で

か
け
た
。外
の
空
気
は
新
鮮
で
、緑
は

あ
ざ
や
か
に
萌
え
、鳥
た
ち
も
楽
し

そ
う
に
さ
え
ず
っ
て
い
た
。木
々
に
は

若
葉
が
芽
を
出
し
始
め
、太
陽
は
次

第
に
陽
ざ
し
を
強
め
て
い
た
。

　
学
校
に
行
っ
て
ま
も
な
く
す
る

と
、子
ど
も
た
ち
も
は
目
が
ま
わ
る

と
か
、目
に
激
痛
が
は
し
る
と
か
、体

が
だ
る
い
と
か
、眠
気
が
す
る
と
か

訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。何
が
お
こ
っ

た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、と
に
か
く

普
通
で
は
な
か
っ
た
。

　
私
た
ち
は
ゴ
メ
リ
に
連
れ
て
行
か

れ
、放
射
能
の
測
定
を
さ
れ
た
。服
と

靴
の
汚
染
の
値
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
ら
は
焼
却
の
た
め
に
全
部
脱
ぎ

捨
て
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
。ま
た
、検

査
の
た
め
に
病
院
に
も
入
れ
ら
れ

た
。

　
あ
る
と
き
検
査
で
父
の
血
液
分

析
の
結
果
が
よ
く
な
か
っ
た
。そ
の

三
ヶ
月
後
に
父
は
死
ん
だ
。一
九
八

八
年
六
月
の
こ
と
だ
。

　
悲
し
み
と
痛
み
は
私
た
ち
を
襲

い
続
け
た
。同
じ
年
に
祖
母
と
伯

母
が
亡
く
な
っ
た
。強
く
恐
ろ
し
い

衝
撃
だ
っ
た
。そ
し
て
、母
の
も
と

に
六
人
の
子
供
が
残
っ
た
。母
は
一

人
で
家
族
を
支
え
な
く
て
は
い
け

な
く
な
っ
た
。

　
多
く
の
悲
し
み
や
不
幸
を
自
分

の
肩
に
背
負
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
母
の
こ
と
を
考
え
た
。そ
し
て

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
よ
っ
て
、破
壊

さ
れ
、
不
幸
に
さ
れ
た
多
く
の

人
々
の
運
命
に
つ
い
て
考
え
た
。と

く
に
罪
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、

今
で
も
苦
し
ん
で
い
る
。し
か
も

彼
ら
は
、自
分
た
ち
の
幸
せ
と
健

康
を
奪
い
去
っ
た
も
の
が
何
者
か

さ
え
知
ら
な
い
で
い
る
の
だ
。

　
こ
れ
か
ら
先
何
年
た
っ
て
も
、こ

の
悲
劇
は
、社
会
生
活
、多
く
の

人
々
の
運
命
、す
べ
て
の
世
代
の
記

憶
に
消
し
去
る
こ
と
の
で
き
な
い

痕
跡
を
残
す
だ
ろ
う
。

（
部
分
）

「
母
の
も
と
に
六
人
残
っ
た
」

　
　
　
エ
レ
ー
ナ・メ
リ
ニ
チ
ェ
ン
コ（
95
年
来
日
）

約50編の子どもの手記を集めた作文集『わたしたちの涙で雪だるまが溶けた』は、事務局で販売・貸出しています。

作文集
『わたしたちの涙で雪だるまが溶けた』より

ブレスト第９回検診帰国報告
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ね
え
ね
え

母
ち
ゃ
ん

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
っ
て
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
っ
て
国
に

あ
る
ん
だ
ね

な
の
に
、ど
う
し
て

医
療
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
ベ
ラ
ル
ー

シ
っ
て
国
を

支
援
し
て
い
る
の
？

あ
あ
、

そ
れ
は
ね

事
故
が
お
き
た
と
き
、

南
東
か
ら
の
風
が

ふ
い
て
い
た
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
広
い

範
囲
は
、こ
の
風
に

の
っ
て
き
た
放
射
能

に
汚
染
さ
れ
て

し
ま
っ
た
…

そ
れ
で
、ベ
ラ
ル
ー
シ
の
多
く
の
人

た
ち
が
、事
故
の
影
響
で
病
気
な
ど

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
。

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
支
え
る

の
は
、そ
う
い
う
人
た
ち
よ
。

風
、か
…

わ
ー
　

な
ん
だ

急
に

こ
の
風
は

ハ
ー
イ
！

風
に
の
っ
て
や
っ
て
き
た
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の

コ
ウ
ち
ゃ
ん

で
す

ベ
ラ
ル
ー
シ
の

こ
と
な
ら

お
ま
か
せ
♪

ベ
ラ

ル
ー
シ

か
ら

風
に
の
っ
て

来
れ
る
の
？

に
、日
本
語
で
き
る

ん
だ
…
　
て
い
う
か
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
語
っ
て

あ
る
の
？

 

も
ち
ろ
ん
！

で
も
ロ
シ
ア
語
も

よ
く
話
さ
れ
て
い
る
の
よ

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
の
通
訳
は
、

ロ
シ
ア
語
ね

ベ
ラ
ル
ー
シ
に
は
ね
、

ワ
タ
シ
の
よ
う
な
野
鳥
や

野
生
動
物
た
ち
が

の
び
の
び
暮
ら
し
て

い
る
の
よ

国
土
の
３
分
の
１
が

森
林
だ
か
ら
ね

へ
ぇ
〜

大
き
い
国
な
の
？

い
い
え
、

面
積
は

日
本
の
半
分

く
ら
い
よ

で
も
人
口
は

東
京
よ
り
も
ず
っ
と

少
な
い
く
ら
い
だ
か
ら
、

広
々
し
て
る
わ

そ
ん
な
中
で
、人
々
は

た
く
ま
し
く
生
き
、

心
豊
か
な
生
活
や
文
化
も

は
ぐ
く
ん
で
き
た
の
よ

亜
麻
に
赤
い
糸
で
刺
繍
を

あ
し
ら
っ
た
民
族
衣
装
、

に
あ
う
？

わ
ら
細
工
や
木
工
、

亜
麻
の
織
物
や
し
し
ゅ
う
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
手
工
芸
も

ま
も
ら
れ
て
き
て
る
の

今
は
工
業
も
盛
ん
だ
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
ベ
ラ
ル
ー
シ
と

い
え
ば

農
と
と
も
に
あ
る
文
化
が

独
特
ね

歴
史
的
に
は
、

キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
、

リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、ロ
シ
ア
…

と
、繰
り
返
し
支
配
を

受
け
、た
く
さ
ん
の

血
が
流
さ
れ
た

と
い
う
悲
し
い

事
実
も
あ
る
の

そ
の
う
え

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

事
故
に
あ
う

な
ん
て
…

ジ
ャ
ガ
イ
モ
料
理
が

恋
し
い
か
ら
、

も
う
帰
る
わ
ね

　
じ
ゃ
！

『のぞみ21』の木工品や刺繍製品の
中には、そうした、ベラルーシの人たちが
手から手へと伝えてきた、素朴で
あたたかい文化が息づいているね

福
祉
工
房「
の
ぞ
み
21
」で働く

ス
タ
ッ
フ
を
ご
紹
介
!!

НАДЕЖДА21 福祉工房「のぞみ21」って？

Цвырко Юля
1977年6月26日生まれ、33歳。
身体障害者2級（精神分裂症）です。
掃除婦をしています。工房では単純な麻の刺
しゅうをしています。自由時間には、郊外にある
家で花を植えたり野菜を育てたりしています。
両親と一緒に暮らしています。

Анрусева Оля

1985年2月4日生まれ、23歳。
2005年に専門学校を卒業、専門は美術デザイナー
ですが、経験がないため一般の正規の職業として
は働いていません。精神疾患があります。工房では
木製品の絵付けをしています。母親、姉、3歳の息子
リョーシャと暮らしています。

Ковалёва Таня
1971年9月14日生まれ、37歳。
麻製品の裁断、裁縫の管理をしています。裁断・裁
縫スタッフですが、一般の正規の職業としては働い
ていません。高血圧による卒中発作の後遺症で、補
聴器を要す聴覚障害者3級です。
夫と9歳の娘ユーリャと暮らしています。

【第１回】

ベラルーシ南部にあるゴメリ市の福祉工房「のぞみ21」では、チェルノブイリ原発事故の被災者や、障がい
を持つ青年たちがそれぞれの体調に合わせて、刺しゅうや縫製、木工などの仕事に取り組んでいます。
息子オレグの白血病を機に、障がいや病気を持った人への差別・偏見があることを知ったステパン・ナター
シャ夫妻は、息子と同じ困難な状況にある若者が明るく働くことのできる環境づくりを目指し、1995年にこの
工房を設立しました。チェルノブイリ医療支援ネットワークでは、「のぞみ21」の商品を日本でも紹介すること
で、工房の運営や活動を支援しています。

ツ
ビ
ル
ス
ク・ユ
ー
リ
ャ
さ
ん

ア
ン
ル
セ
ー
バ・オ
ー
リ
ャ
さ
ん

コ
バ
リ
ョ
ー
バ・タ
ー
ニャ
さ
ん

Стока Олеся

1978年8月1日生まれ、32歳。
裁縫スタッフですが、現在は育児休暇中です。
夫と1歳3ヶ月の息子・ニコライと両親の家に住んでい
ます。私と夫は聴覚障害があり、身体障害者3級です。息
子にも聴覚障害があることが分かり、11月に検査のた
めミンスクに行く予定です。

ス
ト
カ・オ
レ
ー
シ
ャ
さ
ん

商品のご注文・お問合せはお気軽に事務局まで！

●
価
格
改
定
の
お
知
ら
せ
●

今
年
も
商
品
を
入
荷
し
ま
し
た
!!

詳
し
く
は
別
紙
カ
タ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
日
頃
か
ら
、被
災
者
と
障
が
い
を
持
つ

若
者
の
た
め
の
福
祉
工
房「
の
ぞ
み
21
」を

お
支
え
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
こ
の
度「
の
ぞ
み
21
」雑
貨
商
品
の

販
売
価
格
を
一
部
見
直
し
、値
下
げ
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、よ
り
購
入
し

や
す
い
価
格
に
す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
多

く
の
方
に「
の
ぞ
み
21
」の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

目
的
で
す
。現
地
で
の
買
取
価
格
は
従
来
据

え
置
き
、今
回
の
値
下
げ
に
よ
っ
て
現
地
へ

負
担
が
増
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

安
心
下
さ
い
。

　「
の
ぞ
み
21
」は
現
在
運
営
が
非
常
に
厳

し
く
、日
本
の
皆
さ
ま
か
ら
の
支
援
が
大

き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
買
い

物
を
通
じ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11



1213

今
年
も
無
事
に
終
了
!!

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

吉
本
　
美
貴

ヘ
ア
サ
ロ
ン
・
ス
ネ
ガ
ビ
ー
ク 

2
0
0
9

〜
プ
ロ
美
容
師
が
贈
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
ト
〜

　
10
月
12
日（
月
）、チ
ャ
リ
テ
ィ
ヘ
ア

サ
ロ
ン・ス
ネ
ガ
ビ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し

た
。チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
毎
年
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
つつ
あ
る
こ
の
サ
ロ
ン
は
、今

年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
開
催
時
期
が「
ベ
ラ
ル
ー
シ

へ
の
医
療
検
診
団
派
遣
」に
加
え
て
、

「
地
球
市
民
ど
ん
た
く
」と
重
な
って
い

た
た
め
に
準
備・広
報
に
十
分
な
時
間

が
取
れ
ず
、１
週
間
前
で
予
約
は
20
数

名
と
い
う
状
態
。「
あ
ま
り
人
が
来
な

か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う・・」と
ハ
ラ
ハ
ラ

し
な
が
ら
当
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、フ

タ
を
開
け
て
み
れ
ば
1
4
9
名
も
の

方
々
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、今
年

も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。毎
年
、継
続
し
て
き
た

甲
斐
も
あ
っ
て
、リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
も

22
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
連
日
の
イ
ベ
ン
ト
続
き
の
中
で
、体

力
勝
負
の
よ
う
に
か
け
回
っ
た
理
事
も

そ
う
で
す
が
、特
に
事
務
局
は
こ
の
数

週
間
、目
の
前
に
山
積
み
に
な
って
い
る

職
務
を
こ
な
す
の
に
精
一
杯
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
何
と
か
慌
し
さ
を
乗
り
切
り
、無

事
に
終
え
た
と
い
う
達
成
感
は
あ
る

も
の
の
、ふ
と
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
ヘ

ア
サ
ロ
ン
の
当
日
の
来
場
者
の
方
々
に

は
ど
れ
だ
け
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
た
だ
ろ
う
か
、現
状
を

ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ

う
か
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
大
村
美
容
専
門
学
校
の

学
生
さ
ん
た
ち
に
は『
今
日
の
自
分
の

行
い
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
人
々
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
』と
実
感
し
て
も
ら

え
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
」と
い

う
よ
う
な
心
配
が
、次
々
と
浮
か
ん
で

き
ま
す
。チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、目
前
の
業
務
を
こ
な
し
て
い

く
こ
と
も
大
事
で
す
が
、「
ベ
ラ
ル
ー
シ

で
困
難
を
抱
え
生
活
す
る
人
々
」と
、

「
日
本
か
ら
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
想
い
寄
り

添
う
人
々
」を
つ
な
ぐ「
架
け
橋
」の
役

割
も
持
って
い
る
と
い
う
こ
と
を
、常
に

心
に
留
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、協
力
サ
ロ

ン
の
皆
さ
ま
、大
村
美
容
専
門
学
校
の

先
生
方
と
学
生
の
皆
さ
ん
、デ
ザ
イ
ン

お
よ
び
当
日
ス
タ
ッ
フ
い
の
う
え
さ
ん
、

ク
ッ
キ
ー・パ
ン
を
焼
い
て
く
だ
さ
っ
た

み
て
さ
ん
、あ
つ
こ
さ
ん
、当
日
ス
タ
ッ
フ

の
山
中
さ
ん
、白
岩
さ
ん
、は
っ
ぱ
ー
さ

ん
、ひ
さ
お
君
、た
っ
き
ー
、由
美
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
来
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆

さ
ま
、そ
し
て
残
念
な
が
ら
今
年
は
来

ら
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ま
も
、来
年
も

き
っ
と
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ま
た
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
♪

イベント終了後、記念撮影。お疲れ様でした!!

♪チャリティヘアサロン・スネガビーク2009にご協力いただいた皆さまをご紹介♪

◆協力サロン・美容師の皆さん･･･
　hair Nu-DA／ヘアヌーダ（℡：092-715-2770）
　ETOILE／エトワール（℡：092-711-1738）
　peach／ピーチ（℡：092-725-2732）
　ANGLE／アングル（℡：092-846-3335）
　あとりえen（℡：092-801-6040）
　千金美和子さん（FUNNボランティアスタッフ）
　大村美容専門学校の先生方

◆会場提供･･･
　学校法人　大村文化学園

◆協賛・協力･･･
　株式会社サンコール
　（特活）NGO福岡ネットワーク（FUNN）
　グリーンコープ生活協同組合ふくおか

あてるという一日限りの美容室です。「スネガビーク」とはベラルーシ語で「雪だるま」、「雪の精」という意味です。 報  告ヘアサロン・スネガビークは、1500円でプロの美容師さんに髪を切ってもらい、その収益金をチェルノブイリ被災者への医療支援に

スタイリスト、アシスタントの皆さんには今年もすばらしい技術と笑顔を提供していただきました。ありがとうございます！

来場者、サロンスタッフ、学生ボランティア・アンケートより･･･

＊技術者の方たちの協力があってこんなに盛大にとりくまれてびっくり。これからも頑張ってください。
＊学生の方が親切に対応して下さって嬉しかったです。カット担当の方も親切、丁寧でした。
＊髪も切ってもらえて、チャリティーにも参加できて、この企画はとてもすばらしいと思いました。
＊かわいいヘアスタイルにしてもらえてうれしかったです。ありがとうございました。
＊￥1500で髪が切れて、しかもチャリティーなので、社会貢献もできて、すごく得した気分です。
＊丁寧でした。チャリティーなのに申し訳ないくらい丁寧でした。
＊チェルノブイリの問題が、過去のことじゃないということが分かりました。
＊皆さん笑顔で感じが良く、すごく人が多くて忙しいにも関わらず、手際がよくて感激しました。
＊髪も気分も軽くなりました。来て良かったです。来年も楽しみにしています。
＊もっと多くの人にこのイベントのことを知ってもらいたいと思いました。
＊帰り際にお客様から「ありがとう」、「頑張ってね」、「また来るね」などの言葉をかけてもらい、とても嬉しかったです。
＊今回のイベントに参加して、チャリティーへの興味が湧きました。日頃から自分に何かできることがあると思うので、
　身近なところから取り組みたいです。
＊美容師でもチャリティーに関われる事の満足感や達成感を体験でき、とても充実できました。
＊チャリティーという形でのサロンワークは初めてだったので、幅広い世代のお客様と出会えて、お話できて、とてもい
　い経験になりました。

今回のイベントの収益は･･･

入場料と物販売上げ、会場カンパに加え、今年は「福岡市NPO活動支援基金（あすみん夢ファン
ド）」より、「福岡市NPO活動推進補助金」を交付していただきました。

諸経費を差し引き、250,937円を医療支援カンパへあてることができました。

  募集
してます

団
体
設
立
20
周
年
に
む
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、来
年
6
月

で
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
れ
を
記
念
し
て
団
体
H
P
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
や
現
地
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、

何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

詳
細
は
こ
ち
ら
で
す
。皆
さ
ま
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

●応募方法･･･
　 ファックス、お手紙、郵便振替用紙のメッセージ欄などを
　ご利用の上、100～150字程度のメッセージを事務局ま
　でお送りください。

●応募締切･･･
　 2010年4月26日まで

●注意事項･･･
　お名前の掲載について、「本名」、「ペンネーム○○」、
　「匿名希望」のいずれかをお書き添えくださいますよう、
　お願いいたします。
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古
賀
事
務
所
に
て
、東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
有
名
な
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。

「
の
ぞ
み
21
」の
リ
ネ
ン
雑
貨
の
刺

し
ゅ
う
な
ど
を
お
手
本
に
、コ
ー

ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、の

ん
び
り
、ち
く
ち
く
と
刺
し
ゅ
う

を
し
て
い
き
ま
し
た
。

簡
単
そ
う
で
す
が
、実
際
に
や
っ

て
み
る
と
意
外
と
難
し
く
、「
の
ぞ

み
21
」ス
タ
ッ
フ
の
丁
寧
な
手
仕

事
に
改
め
て
関
心
さ
せ
ら
れ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
、企
業
の
方
、一
般

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
総
勢
63
名

が
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
外

務
省
主
催
、（
特
活
）国
際
協
力

N
G
O
セ
ン
タ
ー
、（
特
活
）

N
G
O
福
岡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実

施
）に
て
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
企
業
の
連

携
の
事
例
と
し
て
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
支
援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
」の
取

り
組
み
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の「
国
際
協
力
フ
ェ
ス

タ
・
地
球
市
民
ど
ん
た
く

2
0
0
9
」に
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、支
援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
、「
の

ぞ
み
21
」雑
貨
の
販
売
と
パ
ネ
ル

展
示
を
行
い
ま
し
た
。例
年
好
評

の
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
に
加
え
、今
年

入
荷
し
た「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨
の

売
れ
行
き
も
上
々
で
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
寺
嶋
理
事
長

人
権
ま
も
る
君
も
ブ
ー
ス
に
ご
来
場

ち
く
ち
く
♪
ハ
マ
っ
て
ま
す

◆
7
月
25
日
　
ベ
ラ
ル
ー
シ
刺
し
ゅ
う
カ
フ
ェ

◆
8
月
25
日
　
N
G
O
ー
企
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
in
福
岡
！

◆
10
月
10
日
、11
日
　
地
球
市
民
ど
ん
た
く
2
0
0
9

◆
10
月
25
日
　
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
福
岡
2
0
0
9

◆
9
月
26
日
　
ベ
ラ
ル
ー
シ
料
理
を
作
っ
て
食
べ
る
会

古
賀
市
中
央
公
民
館
に
て
、今
年

2
回
目
の
料
理
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
生
の
ビ
ー
ツ
を
使

っ
た
ボ
ル
シ
チ
、卵
と
き
の
こ
の
サ

ラ
ダ
、ス
イ
ー
ル
ニ
キ（
カ
ッ
テ
ー

ジ
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
焼
き
菓
子
）

の
3
品
を
作
り
ま
し
た
。
広
報
不

足
の
た
め
に
参
加
者
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、普
段
は
あ
ま
り
口
に

す
る
こ
と
の
な
い
ベ
ラ
ル
ー
シ
料

理
を
堪
能
で
き
ま
し
た
。
12
月
に

も
開
催
し
ま
す
。お
楽
し
み
に
♪

日々の活動の様子は、HPの
「事務局スタッフブログ」
でも紹介していますます。
http://www.cher9.to/

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
、大
人
気
！

事務局日誌より

主な活動報告

ト
ン
ト
ン
ト
ン
♪

福
岡
市
博
多
区
で
開
催
さ
れ
た

「
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
福
岡

2
0
0
9
」に
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
や
活
動

紹
介
、「
の
ぞ
み
21
」雑
貨
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
展
示
ス
ペ
ー
ス

が
広
か
っ
た
の
で
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
工
夫
で
き
、例
年
よ
り
売
上
が

良
く
、カ
ン
パ
も
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
他
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と

も
交
流
で
き
、充
実
し
た
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

通
常
総
会
の
ご
案
内

２０１０年度

地
図
は
こ
ち
ら
で
す
♪

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊福岡市営地下鉄 「天神駅」より徒歩4分
＊西鉄バス「西鉄グランドホテル前」より徒歩1分
　　　　　「大名２丁目」より徒歩2分 

駐車スペースはありません。
なるべく公共の交通機関をご利用ください。

あすみんTEL：092-724-4801

２
０
１
０
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す
。今
年
一
年
間
の
活

動
報
告
と
、来
年
度
の
計
画
を
検
討
し
ま
す
。正
会
員（
議
決
権

あ
り
）で
な
い
方
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
2
0
1
0
年
2
月
20
日（
土
）18
時
〜

●
場
所
　
福
岡
市
N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
あ
す
み
ん
打
合
せ
コ
ー
ナ
ー（
福
岡
市
中
央
区
大
名
　

　
　
　
　
　

2
ー
6
ー
46
　
福
岡
市
立
青
年
セ
ン
タ
ー
5
F
）

●
内
容
：
今
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
お
よ
び
承
認
　

　
　
　
　
次
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
承
認
、役
員
の
改

　
　
　
　
選
な
ど

★
資
料
の
準
備
が
あ
り
ま
す
。参
加
ご
希
望
の
方
は
お
手
数
で

す
が
事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

●
中
央
消
防
署
大
名
出
張
所

渡
辺
通
り

文
　
大
名
小
学
校

●
中央区役所

明治通り

昭和通り

地下鉄
天神駅

西
鉄
福
岡
駅

天
神
西
通
り

西鉄グランド
ホテル前大名2丁目

　カメラの
●キタムラ

am
pm

福岡市立青年
センター５階
福岡市NPO・ボランティア
交流センターあすみん

新天町
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ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
。

　現
在
は
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
に
参
加
。

マトリョーシカちゃんと、古賀事務所にて。

　
私
が
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
と
か
か
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
96
年
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
か
ら
で
す
。母
親
が
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
に
入
っ
て
い
て
、㈱
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
さ
ん

の
有
機
栽
培
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
も
飲
ん
で
い
ま
し

た
。

　
親
が
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の

こ
と
を
知
り
、申
し
込
ん
だ
よ
う
で
す
。で
す

か
ら
恥
ず
か
し
な
が
ら
、他
の
方
々
の
よ
う

に
、チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た

作
文
集『
わ
た
し
た
ち
の
涙
で
雪
だ
る
ま
が

溶
け
た
』を
読
ん
だ
か
ら
行
き
た
い
と
思
っ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。親
か
ら
行
き
な

さ
い
と
言
わ
れ
て
、そ
れ
か
ら
初
め
て
こ
の
作

文
集
を
読
み
ま
し
た
。

　
当
時
私
は
大
学
1
年
生
で
、理
事
長
の
寺

嶋
さ
ん
と
は
同
学
年
に
な
り
ま
す
。ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
の
印
象
と
し
て
は
、チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
内
部
そ
の
も
の
を
見
学
し
た
時
の
印
象
は

あ
ま
り
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
に
着
く
ま
で
に
通
っ
た
延
々
と
続
く
暗
い

白
樺
の
森
と
、た
ま
に
ち
ら
り
と
見
え
る
無

人
の
村
が
記
憶
に
残
って
い
ま
す
。

　
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る
の
は
プ
リ
ピ
ャ
チ

の
街
で
す
。あ
そ
こ
に
行
っ
た
時
に
は
驚
き
ま

し
た
。町
一つ
が
完
全
に
廃
墟
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
、し
か
も
結
構
新
し
い
街
で
こ
れ
か
ら
み
ん

な
頑
張
ろ
う
と
し
た
時
に
、一
気
に
廃
墟
に
な

って
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
シ
ョッ
ク
で
し
た
。

　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
前
は
、チ
ェル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
自
体
は
情
報
と
し
て
知
って
い

た
け
れ
ど
も
、理
解
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。実
際
に
見
て
感
じ
る
ま
で
は
、テ
レ
ビ
の

中
の
出
来
事
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
ミ
ン
ス
ク
第
一病
院
で
は
菅
谷
昭
先
生（
現・

松
本
市
長
）に
お
会
い
し
ま
し
た
。す
ご
い
人

が
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。人
の
た
め
に

自
分
を
こ
こ
ま
で
犠
牲
に
し
、そ
れ
を
さ
も

当
然
の
様
に
話
し
て
い
る
姿
は
今
で
も
記
憶

に
残
って
い
ま
す
。す
で
に
大
学
生
に
な
って
い

ま
し
た
の
で
、自
分
の
進
路
が
影
響
を
受
け

た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、私
は
技
術

屋
な
の
で
、そ
ち
ら
の
方
向
に
は
影
響
を
受

け
ま
し
た
。

　
技
術
屋
は
よ
り
良
く
し
よ
う
と
思
って
モ
ノ

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、持
っ
て
い
る
技
術
を
い
い

方
向
に
し
か
考
え
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
の
部
分
を
あ
ま
り
考
え
な
い
の
で

す
。当
時
、Ｐ
Ｌ（
製
造
者
責
任
）法
の
こ
と
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、特
に
最
近
で
は

技
術
者
の
倫
理
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
自
体
が
結
構
影
響
を
与
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て

学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
仕
事
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
こ
と
を
研

究
し
て
い
ま
す
。今
ま
で
は
馬
力
と
か
燃
費
と

か
経
済
性
と
か
ば
か
り
重
視
し
て
き
ま
し
た

が
、今
は
排
ガ
ス
を
良
く
す
る
と
い
う
、使
っ
て

い
る
人
た
ち
以
外
の
た
め
に
も
良
く
し
よ
う

と
思
って
や
って
い
ま
す
。

　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
後
、在
学
中
に
は

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

就
職
後
は
ず
っ
と
長
崎
で
、た
ま
に
し
か
福
岡

に
戻
ら
な
か
っ
た
の
で
、通
信
を
見
て
活
動
内

容
を
知
る
程
度
で
し
た
。

　
ボ
ー
ナ
ス
が
入
っ
た
時
な
ど
に
時
々
募
金
し

て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、忘
れ
る
こ
と
や
振
込

用
紙
が
な
か
っ
た
り
し
て
募
金
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
こ

と
を
知
っ
て
か
ら
は
、マ
ン
ス
リ
ー
だ
と
忘
れ
る

こ
と
が
な
い
の
で
、こ
れ
は
便
利
が
い
い
な
と
思

っ
て
始
め
ま
し
た
。少
し
余
裕
の
あ
る
と
き
は

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
も
手
伝
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　
97
年
か
ら
医
療
支
援
を
中
心
の
活
動
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、「
根
気
よ
く
ず
っ
と
続
け
て
い

る
な
。こ
れ
は
僕
も
応
援
し
な
く
て
は
。」と

思
っ
て
い
ま
す
。チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
放
射

能
の
被
害
に
対
し
て
医
療
支
援
を
や
っ
て
い
る

こ
と
は
、長
崎
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、被
爆
者

二
世
の
死
亡
率
云
々
と
い
う
ニュ
ー
ス
が
あ
っ
た

り
し
て
、身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
。ず
っ
と
後
々

ま
で
の
医
療
と
い
う
の
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
談
）

会員さん
紹介コーナー

このコーナーでは、チェルノ
ブイリをともにお支えいた
だいている会員の皆さまよ
り、活動への思いや現地への
メッセージをお聞かせいた
だきます。

取材／河上

Vol.6

私も応援しています！

佐藤 進一さん
＜長崎県長崎市＞

本日の会員さん

毎月２６日に、ご希望の金額をゆうちょ銀行の
口座から自動引落しするタイプのチェルノブイ
リ支援です。
お申込みは月 ３々００円からOKです。
詳しい資料をご希望の方は事務局までお気軽
にご連絡ください。
ホームページにも掲載しています。
http://www.cher9.to/dekiru2.html#month

マンスリーサポーターとは？
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秋
田
里
佳
子
　
秋
葉
靖
子
　
浅
倉
カ
ヨ
子
　
麻
野
美
智
子
　
浅
原
望
樹
　

芦
村
恵
子
　
麻
生
絹
代
　
阿
南
初
美
　
阿
南
み
え
　
安
藤
直
美
　
池
田
直

美
　
石
岡
真
由
海
　
石
原
和
子
　
石
橋
啓
子
　
伊
藤
美
子
　
稲
吉
清
子
　

井
上
敏
　
井
上
春
海
　
井
上
信
子
　
井
上
令
江
　
井
上
浜
枝
　
井
上
仁
美

　
井
上
陽
子
　
井
野
口
典
子
　
今
田
陽
子
　
今
村
弘
子
　
今
村
美
智
子
　

岩
川
靖
子
　
岩
崎
郁
代
　
岩
森
久
美
　
上
田
香
織
　
上
田
和
子
　
植
村
仁

美
　
上
本
知
子
　
江
口
英
顕
・
恭
子
　
N
P
O
法
人
じ
ゃ
が
い
も
の
お
う

ち
　
榎
木
三
紀
　
榎
本
み
つ
枝
　
遠
藤
小
織
　
遠
藤
礼
子
　
大
石
恵
理
子

　
大
城
さ
ゆ
り
　
大
田
澄
子
　
太
田
千
賀
子
　
大
谷
正
穂
　
大
塚
静
香
　

大
庭
由
美
子
　
大
庭
亮
子
　
岡
田
純
子
　
岡
原
あ
ず
さ
　
沖
・
渡
辺
・
中

西
　
沖
仲
真
理
　
小
椋
あ
け
み
　
小
倉
紀
子
　
落
合
真
弓
　
覚
正
寺
　
勝

和
子
　
加
藤
和
子
　
加
藤
美
千
代
　
金
輪
和
子
　
金
谷
照
美
　
金
竹
明
美

　
上
柿
元
啓
子
　
上
條
千
栄
　
亀
井
廣
子
　
亀
川
早
苗
　
河
上
し
げ
み
　

　
河
上
由
美
子
　
河
口
友
子
　
川
原
登
喜
の
　
菊
池
順
子
　
岸
川
美
好
　

北
野
溥
　
木
下
る
み
　
楠
凡
之
　
久
保
カ
ヨ
子
　
久
保
田
洋
子
　
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
お
お
い
た
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合

ふ
く
お
か
　
栗
山
美
香
　
桑
田
陽
子
　
小
出
明
美
　
工
房
フ
ラ
ワ
ー
ズ
　

古
賀
え
み
子
　
古
谷
聡
　
古
賀
澄
香
　
小
金
丸
正
子
　
後
藤
絵
里
　
佐
々

木
郁
江
　
佐
々
木
し
の
ぶ
　
佐
々
木
孟
　
澤
田
和
子
　
佐
伯
久
美
子
　
坂

田
貴
子
　
桜
木
秩
子
　
佐
々
木
悦
子
　
サ
ト
ウ
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

三
藤
由
美
　
重
藤
馨
子
　
柴
山
絵
子
　
渋
田
幹
子
　
渋
谷
け
い
子
　
下
田

豊
文
　
庄
籠
道
子
　
白
水
明
代
　
進
福
実
　
隅
田
三
和
　
多
伊
良
理
津
子

　
高
田
恵
子
　
高
藤
富
美
子
　
高
田
正
世
　
高
村
久
　
高
村
久
美
　
高
森

徳
子
　
高
山
幸
子
　
武
田
ひ
と
み
　
田
中
裕
美
　
谷
口
恵
子
　
檀
久
美
子

　
蝶
名
林
え
い
子
　
鶴
田
光
子
　
遠
矢
秀
三
　
時
田
ち
ず
子
　
（
特
活
）

広
河
隆
一
非
核
・
平
和
写
真
展
開
催
を
支
援
す
る
会
　
友
成
眞
子
　
中
川

敦
子
　
中
川
洋
慶
　
中
島
ま
ゆ
み
　
中
島
美
代
子
　
中
島
俊
子
　
長
瀬
清

　
長
棟
か
お
る
　
中
村
カ
ネ
コ
　
中
村
順
子
　
中
村
幸
枝
　
中
本
治
嘉
子

　
永
山
信
子
　
中
山
美
佐
子
　
柳
楽
翼
　
西
き
よ
み
　
西
尾
れ
い
子
　
西

首
延
子
　
西
出
悦
子
　
西
村
信
代
　
仁
平
加
奈
子
　
西
山
け
い
　
如
法
寺

龍
子
　
箱
田
裕
司
　
波
多
江
伸
子
　
波
多
江
淑
子
　
花
岡
美
妃
　
浜
口
智

子
　
濱
田
敦
子
　
濱
田
恵
子
　
早
川
も
と
子
　
早
野
朝
子
　
原
岡
ひ
と
み

　
原
田
愛
　
引
田
良
子
　
日
高
礼
子
　
久
田
文
子
　
樋
水
昭
宏
　
深
川
悦

子
　
深
田
俊
江
　
深
堀
ミ
チ
子
　
福
岡
Y
W
C
A
　
福
澤
保
子
　
福
田
栄

子
　
福
永
弘
恵
　
福
原
和
美
　
藤
井
道
子
　
藤
本
和
子
　
藤
本
千
絵
　
藤

原
紀
代
子
　
藤
平
理
香
　
渕
田
三
輝
　
日
置
美
穂
子
　M

a
ffi
c
k

株
式
会

社
　
マ
イ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
前
田
晶
子
　
前
田
育
子
　
前
田
和
義
　

桝
田
千
絵
　
馬
嶋
英
子
　
益
田
康
子
　
松
井
由
美
子
　
松
尾
博
文
　
松
岡

和
子
　
松
永
和
子
　
松
村
明
己
　
松
本
雪
江
　
松
本
玲
奈
　
丸
尾
匡
宏
・

英
子
　
萬
歳
美
幸
　
三
木
悦
子
　
三
木
里
花
　
水
落
清
子
　
満
田
敬
子
　

三
橋
千
賀
子
　
三
宅
哲
子
　
宮
元
壽
子
　
三
好
い
づ
み
　
莚
井
直
美
　
村

上
和
代
　
村
上
康
子
　
め
ぐ
み
保
育
園
職
員
一
同
　
毛
利
如
木
　
桃
北
伸
子

　
森
洋
子
　
森
澤
恵
子
　
森
下
須
美
子
　
森
野
幸
子
　
守
山
美
佐
子
　
八
木

晃
子
　
保
元
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長 

保
元
徳
宏
　
安
本
正
幸
　
弥
永
信
子

　
矢
野
蔦
子
　
山
浦
真
弓
　
山
尾
桃
子
　
山
口
郁
代
　
山
口
幸
子
　
山
崎
さ

お
り
　
山
下
君
子
　
山
田
京
子
　
山
田
美
佐
子
　
大
和
千
代
香
　
吉
朝
潤
子

　
吉
田
久
美
子
　
吉
村
淳
子
　
吉
村
徳
子
　
吉
森
康
隆
　
米
倉
由
実
　
米
原

ゆ
き
み
　
龍
神
地
釜
と
う
ふ
工
房
る
あ
ん
　
ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ 

株
式
会
社
ミ
ン
ス
ク
の
台
所
　
渡
邊
幸
之
新
　
和
田
伸
夫

[

都
道
府
県
別]

【
北
海
道
】
　
3
名
　
　
【
富
山
県
】
1
名
　
【
東
京
都
】
　
14
名
　

【
神
奈
川
県
】
2
名
　
　
【
千
葉
県
】
1
名
　
【
静
岡
県
】
　
2
名
　

【
三
重
県
】
　
1
名
　
　
【
大
阪
府
】
3
名
　
【
和
歌
山
県
】
1
名
　

【
滋
賀
県
】
　
1
名
　
　
【
兵
庫
県
】
5
名
　
【
島
根
県
】
　
9
名
　

【
鳥
取
県
】
　
2
名
　
　
【
岡
山
県
】
7
名
　
【
広
島
県
】
　
17
名
　

【
山
口
県
】
　
13
名
　
　
【
愛
媛
県
】
1
名
　
【
福
岡
県
】
　
84
名
　

【
佐
賀
県
】
　
11
名
　
　
【
長
崎
県
】
9
名
　
【
熊
本
県
】
　
23
名
　

【
大
分
県
】
　
18
名
　
　
【
宮
崎
県
】
4
名
　
【
鹿
児
島
県
】
11
名

●
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

相
川
靖
　
相
羽
美
香
子
　
石
本
祥
二
郎
　
礒
道
綾
子
　
一
瀬
和
美
　
稲
田
照

子
　
岩
口
香
織
　
上
田
英
子
　
植
田
清
子
　
内
野
希
和
美
　
延
壽
富
美
　
大

麻
卓
子
　
大
久
保
仲
子
　
大
崎
知
恵
　
大
中
百
合
　
大
場
満
　
片
岡
八
重
子

　
金
山
涼
子
　
上
村
匠
子
　
紙
森
優
子
　
河
上
雅
夫
　
川
﨑
清
美
　
川
尻
愛

子
　
菊
池
香
寿
美
　
木
村
雅
子
　
古
賀
輝
洋
　
後
藤
宇
企
子
　
財
津
悠
子
　

斉
藤
美
代
子
　
坂
口
馨
子
　
櫻
井
美
喜
子
　
佐
竹
早
苗
　
佐
藤
一
江
　
佐
藤

進
一
　
佐
藤
照
子
　
清
水
悦
子
　
白
浜
千
恵
子
　
鈴
木
弘
　
子
　
首
藤
展
子

　
平
笙
子
　
高
山
知
佐
子
　
竹
田
恵
子
　
武
田
孝
子
　
田
中
京
子
　
珍
部
千

鳥
　
土
持
秀
男
・
由
利
子
・
朱
加
　
綱
脇
牧
子
　
坪
川
裕
子
　
富
永
隆
史
　

友
景
忍
　
永
江
之
子
　
永
尾
ゆ
か
り
　
中
村
洋
子
　
楢
崎
悦
子
　
西
井
え
り

な
　
丹
羽
道
代
　
納
富
育
代
　
廣
松
初
美
　
福
井
初
子
　
藤
本
孝
子
　
渕
田

三
輝
　
前
田
靖
子
　
松
尾
智
恵
子
　
松
永
庸
子
　
丸
山
小
よ
り
　
水
本
敬
子

　
三
野
桂
子
　
村
田
聡
子
　
村
西
美
由
紀
　
室
屋
芳
乃
　
森
川
キ
ミ
エ
　
山

下
澄
子
　
山
中
陽
子
　
山
本
敬
子
　
山
本
亮
輔
　
吉
田
美
抄
子
　
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

＆
Ａ
Ｒ
Ｔ
青
空 

東
海
林
由
紀
　
渡
邊
真
志
子

計
89
名
（
匿
名
含
む
）

　
　
　
　
　

（
２
０
０
９
年
6
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま
で
に
募
金
を
し
て
下
さ
っ
た
方
、

な
ら
び
に
「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶

の
購
入
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。
通
信
に
お
名
前
を

紹
介
す
る
こ
と
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

合
　
計
　
　
　
　
　 

２
，７
５
８
，７
３
８
円

活
動
支
援
金
　
　
　
　
　
２
，６
４
４
，７
３
８
円

の
ぞ
み
21
カ
ン
パ
　
　
　
　
　  

７
５
，０
０
０
円

雪
だ
る
ま
３
号
カ
ン
パ
　
　
　  

３
９
，０
０
０
円

●
少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。●
脱
原
発
、安
心
し
て
生
活
で
き
る
世
界
に
。子
ど
も
た
ち
の
地
球

を
平
和
に
し
ま
し
ょ
う
。●「
地
道
に
活
動
を
続
け
る
」、本
当
に
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。●
永
い
間
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
方
々

が
少
し
で
も
御
元
気
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。●
い
つ
か
大
き
な
運
動
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。●
様
々
な
活
動
の
報
告
に
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。●
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。原
発
は
や
め
ま
し
ょ

う
！
●
核
廃
絶
と
、ベ
ラ
ル
ー
シ
の
皆
様
の
健
康
回
復
を
祈
っ
て
…
!!
●「
顔

の
み
え
る
支
援
」
を
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
い
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。●

「
始
め
の
一
歩
」の
支
援
で
す
。こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ「
原
発
の
怖
さ
」

知
る
人
と
な
り
た
い
で
す
。●
１
人
の
力
は
小
さ
い
で
す
が
、少
し
で
も
お
役

に
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。も
っ
と
多
く
の
方
に「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
今
」
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。●
世
界
中
の
み
ん
な
が
、地
球
が
、平

和
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。●
安
心
し
て
飲
め
る
コ
ー
ヒ
ー
を
作
っ
て
く
だ
さ

る
事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。●
現
地
の
方
々
に
一
日
も
早
く
笑
顔
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。●
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
い
た
だ
き
ま
す
。暑
く
な
り

ま
し
た
ね
。負
け
ず
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。●
日
本
の
原
発
が
一
日
も
早
く
、一

つ
で
も
多
く
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。被
災
さ
れ
た
皆
様
の
手
助
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。●
二
度
と
あ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
祈
り

ま
す
。●
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
人
形
と
っ
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
！
子
ど
も
達
に

も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
話
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。●
微
力
で
す
が

何
か
役
に
立
て
て
下
さ
い
。●
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
々
の
努
力
に
敬
意
を
込
め
て
さ
さ
や
か
で
す

が
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

12
12

美味しく、楽しく

ベラルーシ料理

ベラルーシの家庭料理作りにチャレンジしてみま
せんか？いつものランチとは一味ちがう時間を過
ごすことができますよ♪

●日　時：12月12日（土）12～15時
●場　所：古賀市中央公民館 研修棟1F調理室
　　　　　　　（古賀市中央2-13-1）

●参加費：1000円
●定　員：15名（要予約）
※エプロン、タッパーなどをご持参ください。

♪ご予約・問合せは事務局まで♪
　TEL/FAX：092-944-3841　　
　E-mail：jimu@cher9.to　

を作って食べよう！

こ
の
事
業
は
、
財
団
法
人
福
岡
県
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
よ
り
「
国
際
化
推
進
活
動
助
成
金
」

を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

検索チェルノブイリ　医療支援

編
集
後
記
　
今
年
の
検
診
報
告
は
今
号
と
次
号
に
分
け
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、新
し
く
イ
ラ
ス
ト
の
連
載
も
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。（
河
）


